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淡路市立小中学校・保育所適正規模等審議会に係るシート

保育所（園）職員

175人

調査対象

回答総数

適正規模は1保育所何人を想定していますか。質問1

回　　　　答 回答数 比率

①　　30人未満 1 O．6％

②　　30人以上60人未満 67 38．3％

③　　60人以上90人未満 81 46．3％

④　　90人以上120人未満 15 8．6％

⑤　　120人以上 1 0．6％

※　　複数回答 8 4．6％

※　　未回答 2 1．1％

計 175 100．0％

保育所の統合について質問豆

回　　　　答 回答数 比率

①　　しないほうがよい 25 14．3％

②　　必要だ 67 38．3％

③　　どちらともいえない 72 41．1％

④　　わからない 7 4．O％

※　　未回答 4 2．3％

計 175 1000％



淡路市立小中学校・保育所適正規模等審議会に係るシート

調査対象　　学校の教職員

回答総数　　347人

質問1　適正規模は1学年何人位を想定しますか。

回　　　　答 回答数 比率

①　　81人以上 29 8．4％

②　　41人～80人 90 25．9％

③　　30人～40人 16 4．6％

④　　20人～29人 137 39．5％

⑤　　19人以下 41 11．8％

※　　未回答 34 9．8％

計 347 100．0％

注）学習指導をする場合、1学級当たりの児童・生徒数の適正規模として

　　回答した教職員も見受けられます。

質問H　統合について

回　　　　答 回答数 比率

①　　しないほうがよい 142 40．9％

②　　必要だ 52 15て）％

③　　どちらともいえない 144 41．5％

※　　未回答 9 2．6％

計 347 100．O％
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　　　　　　淡路市立小中学校・保育所適正規模審議会に係る提言シート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日H18年6月　　日

保育所名（　　　　　　　　　）　　　記入者職氏名（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※保育所名、職氏名は記入自由です。

　淡路市が発足して、一年余りが過ぎました。ご存知のとおり、市の「行政改革」の一環として、

「保育所の規模と施設数」について検討に入ることになりました。

　つきましては、子どもたちのこと、保護者の方々のことなど保育のことを一番ご存知の保育所

職員の皆様方に、この課題に対する率直な思いをお聞かせいただき、今後の方向付けを検討する

際の参考とさせていただきますので、下記の事項についてご記入下さいますようお願いいたしま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年6月2目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淡路市福祉事務所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

＊提出期限　平成18年6月15日　　＊提出先　淡路市健康福祉部　社会福祉課長

質問I　r適正規模は、1保育所何人を想定しますか？」

　　①30人未満　②30人以上60人未満　③60人以上90人未満
　　理由r

質問∬　　「保育所の統合について」

　　①しないほうがよい②必要だ　③どちらとも言えない　④分からない

」

＊上記の中から、あなたの考えにOを付していただき、その理由を簡潔にお書きください。

＊現所属の立場ではなく、次の世代を担う子供たちが、健やかに安全で安心して成長できる環境

づくりを念頭にご回答ください。

情報・意見

☆　「保育所統合」等に関する各種情報をお持ちの方は、上記にご自由にご記入ください。

学校名（

淡路市公立学校等適正規模審議会に係る提言シート

）記入者　職名（

　　　　　　提出目H18年6月　　日

　　）　氏名（　　　　　　　　　　）

※学校名、氏名等の記入については、自由

　淡路市が発足して、1年余りが経過しました。ご存知のとおり、市の「行財政改革」の一環と

して、r学校の適正規模」について検討に入ることになりました。

つきましては、子どもたちのこと、教育のことを一番よくご存知の、学校教職員の皆様方に、

この問題に対する率直な個々人の思いをお聞かせいただき、今後の方向付けをする参考にしたい

と思います。下記によりご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年6月2日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淡路市教育長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

＊提出期限　平成18年6月15目　　＊提出先　淡路市教育委員会

質問1「適正規模は、1学年何人位を想定しますか？」（学習指導の観点ではなく、学校運営の視点で）

①81人以上　②41人以上　③30～40人　④20～29人　⑤19人以下

質問n「統合について」

　　①しないほうがよい②必要だ③どちらとも言えない

＊上記の中から、あなたの考えにOを付していただき、その理由を簡潔にお書きください。

＊現所属の立場ではなく、広く淡路市立学校教職員の立場でご回答ください。

☆　r学校統合」に関する各種情報をお持ちの方は、ご紹介をいただければ幸いです。

　　この点も合わせてお願いを申しあげます。


